
　団体に対するミッション 　行財政改革大綱における見直し内容

　市民の文化芸術の振興に関する事業や埋蔵文化財
の調査、研究及び保護等を行い、市民生活の向上と
市民の豊かな文化芸術の創造に寄与する。

　市民に様々な舞台芸術を提供する公演事業につい
ては、質と量を維持しながら、収益向上策の工夫や
事業形態の見直し等により、効率的な運営に努め
る。
　また、同団体が管理運営する施設について、民間
でできるものはないかという視点で精査する。一方
で、市直営の文化施設のうち、民間で担えない部門
については、市に代わって新たな担い手となれるよ
う、環境の整備を行う。

　ミッションに基づく中期計画

3～5年後に
目指す状態

(1)市民の多様な文化芸術ニーズに対応し、様々な公演事業や育成事業の実施及び幅広い層への情報発
信を行い、地域文化の振興に寄与していく。
(2)文化芸術施設の管理運営、並びに文化財保護法に基づいた埋蔵文化財の発掘調査、研究、保存等を
行なう。

外郭団体ミッション遂行評価票 【令和２年度取組結果】

団体名 公益財団法人 北九州市芸術文化振興財団 所管課 市民文化スポーツ局 文化企画課

実績 実績 実績 実績 目標 実績
主な成果指標

年度ごとの目標及び実績（太枠は最終目標年度）
H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

目標 目標

①87%
②67.5%

＜観る・聴く＞
公演事業の満足度
　①北九州芸術劇場
　②響ホール

－ － －
①86%
②99%

①80%
②80%

①91%
②98.7%

①80%
②80%

①80%
②80%

＜観る・聴く＞
公演事業の入場率
　①北九州芸術劇場
　②響ホール

①85%
②60.7%

①90%
②63.2%

①88%
②64.5%

①90%
②76.6%

①87%
②67%

①78%
②70.7%

①87%
②67.5%

今後の
課題及
び見直
し内容
（案）

引き続き、市民に様々な文化芸術に接する機会
や市民活動の場を提供するなど、文化芸術活動
の振興に取り組んでいく。

団体へ
の改善
指導内

容
（案）

今後も、徹底した感染防止対策を図りなが
ら、効果的・効率的な運営を行うととも
に、人材育成や教育普及事業を実施し、本
市における文化芸術拠点としての役割を
担っていくことを求めていく。

　その他～「行財政改革大綱における見直し内容」の取組み状況

見直しの分類 特に事業内容を精査する団体

29% 75% 75%

　ミッションの遂行状況の評価（令和２年度）

団体に
おける
評価

新型コロナウイルス感染症の影響により施設稼
働率は低下したものの、市民に対し優れた文化
芸術に接する機会や文化活動の場を提供するた
め、様々な工夫を行いながら、オリジナルの舞
台芸術作品の制作、上演による全国発信、音楽
専用ホールとしての特性を活かした質の高い音
楽事業の提供、舞台・音楽芸術の手法を使った
人材育成や教育普及事業等を実施し、文化芸術
の振興に寄与すべく事業に取り組み、地域の劇
場・ホールをけん引するリーダー的役割を担っ
た。

市の評価

新型コロナウイルス感染症の影響により、
施設稼働率や公演事業の入場率は目標値を
下回ったが、感染防止対策の徹底による安
心して公演等を楽しめる環境づくりや、ス
タッフの接遇向上などにより、公演事業の
満足度について成果を上げている。
また、コロナ禍においても、様々な工夫を
行いながら市民が文化芸術に接する機会の
充実に努めたことは評価に値する。

＜支える＞
施設稼働率
　北九州芸術劇場大ホール

77% 80% 85% 76% 75%

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中、可能な限り公演の質と量を維持しながら効率的な運営を行い、優れた公演事業の提供など文化芸術の振
興を図った。次年度以降も演目内容を検討の上、事業展開を図っていく。
◆効率的な運営の効果：R1年度に会員制度の見直しを進めR2年4月から新たに運用開始、劇場と音楽、市内その他施設との連携事業の実施
◆優れた公演の実施：劇場（「不確かなロマンス－もう一人のオーランドー」日本ツアー ※国内は埼玉・京都・北九州の3都市のみ上演、
　　　　　　　　　　　　　北九州市ゆかりの詩人の作品をテーマに国内気鋭の振付家による新作3作品「詩、踊る」上演 等）
　　　　　　　　　　音楽（北九州国際音楽祭［ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団、マイスター・アールト×ライジングスターオーケ
　　　　　　　　　　　　　ストラ］、金子三勇士　ピアノ・リサイタル、H ZETT Mピアノ独演会、など）


